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日本ハンセン病社会事業史研究(第７報)
－希望社のハンセン病救済運動と「らい予防デー」の成立－
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№ 著 者 名 書 名 ・ 論 文 名・記事名 誌名・巻号／出版社名 頁 発 行 年 月 備考
1 青木 主計 癩病の話 「岩手日報」第11141号 ３面 1931(S.6).7．5 岩手



















明るい心（六） ＊「癩病問題」に言及 「愛媛新報」第13857号 ９面 1931(S.6).6．9 愛媛
同上 （八） 「 同 上 」第13859号 ９面 1931(S.6).6.11
6 癩病患者は強制的に療養所へ収容する（野
本衛生課長談）
「海南新聞」第17166号 ３面 1931(S.6).6.16 愛媛
7 癩病根絶に関する講演と映画の会，廿五日
夜県公会堂で
「愛媛新報」第13866号 ９面 1931(S.6).6.18 愛媛
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「九州新聞」第9021号 ５面 1931(S.6).6.27 熊本
26 後藤 静香 （希望欄）皇太后陛下御誕辰の佳節を期し，
全国一斉癩病根絶運動を徹底す
「宮崎新聞」第5263号 ６面 1931(S.6).6.11 宮崎
27 本県では都城で開く癩病根絶運動，希望社
宮崎県聯盟主催で，本社の後援の下に




「宮崎新聞」第5277号 ３面 1931(S.6).6.25 宮崎
29 光田 健輔 （希望欄）理想的癩村設立の先駆 「宮崎新聞」第5277号 ６面 1931(S.6).6.25 宮崎
30 希望社都城市
聯盟
（希望欄）都城市民に告ぐ 「宮崎新聞」第5277号 ６面 1931(S.6).6.25 宮崎
31 都城公会堂の音楽と舞踊の夕，聴衆堂を埋
めて頗る盛況
「宮崎新聞」第5280号 ７面 1931(S.6).6.28 宮崎
32 癩根絶予防教会へ都城同盟会寄附 「宮崎新聞」第5285号 ７面 1931(S.6).7．3 宮崎
33 泉 静哉 （希望欄）六・二五の大会を顧みて！活躍
編【写真入】※マイクロフィルムの写真を
使用
「宮崎新聞」第5291号 ６面 1931(S.6).7．9 宮崎
34 泉 静哉 （希望欄）六・二五の大会を顧みて！感謝
編



























41 光田 健輔 癩は遺伝病でない 「鹿児島朝日新聞」
第10879号
３面 1931(S.6).7．6 鹿児島
42 国立癩療養所，鹿児島県から陳情
＊永田良吉等により7.13に内務省に提出
「鹿児島朝日新聞」
第10888号
７面 1931(S.6).7.15 鹿児島
注）調査は，国立国会図書館所蔵の地方新聞マイクロフィルムを基本とするが，地方の図書館を利用したものには，「長
崎新聞」（長崎県立図書館），「宮崎新聞」（宮崎県立図書館）がある。「愛媛社会事業」は，愛媛県立図書館所蔵である。
（付記）本研究は，日本社会福祉学会第60回秋季大会（2012年10月20日 於・関西学院大学）において発表した「1920
年代のハンセン病問題と社会事業（第８報）―希望社地方支部のハンセン病救済運動の検討―」の当日配布資料の四国・
九州の部分（愛媛・高知・長崎）に，岩手・福岡・宮崎・鹿児島を追加し，さらに日本社会福祉学会第62回秋季大会
（2014年11月30日 於・早稲田大学）において発表した「1930年代のハンセン病社会事業に関する研究（第１報）―
「らい予防デー」における中央の取組の検討―」の一部を合成してまとめたものであり，2014年度科学研究費補助金
（課題番号23530724）による研究成果の一部である。
